
　保健センターは、健康相談、保健指導、健康診査など、地域保健に関する事業を行う施設と
して、地域保健法に基づき設置されています。　　　
　子どもから高齢者まで、市民一人ひとりが健康で長生きできる市を目指し、生涯を通じた健
康づくりを推進しています。
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問訪問看護ステーション
　32‐2416

　　訪問看護のサービスは、紹介や相談によって開始します。今回は、ケアマネジャー、在宅医療サポートセンター（以下
サポートセンター）、入院先、訪問看護が連携することで、初めて入院・退院した方が、かかりつけ医を持つことができ、
訪問看護が開始になった事例を紹介します。

　Ｊさんは、83歳まで大きな病気をす
ることなく、畑仕事をして過ごしてい
ました。健康だったため、かかりつけ
医もありませんでした。

　要支援または要介護と認定された人が、適切な介
護サービス（要介護度別に1カ月に利用できるサー
ビスの上限額が決まっています）を受けられるよう
にするために、介護サービス計画を作成する専門職
のことです。
　介護を要する方の状況や、家族がどんなことに
困っているのかを理
解し、計画を立て、
必要なサービスを受
けられるように サー
ビス事業者へ手配す
るのが、ケアマネ
ジャーの仕事です。

　退院後、担当ケアマネジャーは、定
期的な体調管理が必要と判断し、訪問
看護に相談しました。
　訪問看護はＡ病院の医師が主治医で
も開始することができますが、Ｊさん
とご家族が通院困難と感じているた
め、近くで訪問診療をしている医師に主治医を依頼する
方法を提案し、サポートセンターを紹介しました。

　Ｂ診療所の医師は、診察後『かかりつ
け医』を受けてくれました。必要時、Ａ
病院への紹介もしますとの説明に、Ｊさ
んとご家族は安心されました。
　Ｂ診療所の医師は、訪問看護開始の指
示を出されました。

　現在、Ｊさんは月1回の訪問診療と、週１回の訪問看護を利用し
ています。病院に通院しなくても診察を受けることができ、安心し
て自宅で過ごすことができています。
　そして、Ｊさんの体調や生活・訪問時の様子などは、医師・ケア
マネジャー・訪問看護でチームを作り、インターネットを介して情
報共有しています。　

　ある日、突然腹痛におそわれ、救
急車でＡ病院に搬送されました。治
療が無事に終了したＪさんですが、
入院前のようには動けなくなりまし
た。身の回りのことにも手伝いが必
要になったため、介護申請をして

ベッドなど必要なものを準備して退院しました。

　サポートセンターでは、Ａ病院・ケ
アマネジャー・訪問看護と情報を共有
して、Ｊさん宅へ訪問できる医師を探
し、Ｂ診療所を紹介しました。

主治医

インターネット 訪問看護師
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ケアマネージャー

病気知らずだったＪさん 【ケアマネジャー】

　地域住民だけでなく、医療・介護関係者に対し
て、在宅医療に関する相談を受けたり、情報提供を
したりしています。必要時には相談先・対応先の紹
介も行っています。
　例えば、かかりつけ医のない方や往診を希望され
る際の医師との連絡調整などを行います。

　在宅医療サポートセン
ターの詳細は広報ほのか
１月号 11 ページをご覧
下さい。

　【新城市医師会在宅医療サポートセンター】

介護保険課地域包括ケア推進室  　32‐0526問 TEL

相談窓口⑥ ～新城保健センター（健康課）～相談窓口⑥ ～新城保健センター（健康課）～
　今月号は、健康管理や予防に関するさまざまな相談を受け付けている「新城保健センター（健康課
　23‐8551）」を紹介します。

新城保健センターとは

健康について心配なことがある方、ご相談ください

●一般健康相談
健診を受けた後の結果の見方を知りたい、血圧が高かったが何に気をつけたらいいかなど、
保健師と管理栄養士が相談に応じます。

●こころの健康相談
最近眠れない、食欲がない、気分が落ち込むことが続いているなど、臨床心理士と保健師が
相談に応じます。

●すこやか（育児）相談
子どもの発育・発達、食事、歯について保健師、管理栄養士、歯科衛生士、保育士が相談に
応じます。

※保健センター相談日については、34ページの『ひとりで悩まないで！』に掲載していますの
でご確認ください。
相談日以外でも保健師と管理栄養士は随時相談可能です。電話相談や訪問も行っています。

お出かけ講座「生活習慣病予防講座」
　＜生活編＞、＜運動編＞、＜栄養編＞の３つのメニューがあります。
　ご希望の方は新城保健センターへお申し込みください。
腰痛予防教室
　５月に３回コースで実施予定です。（会場：鳳来保健センター）

　保健センターでは、健康診査やがん検診、教室や相談などたくさんの事業を行っています。
　広報ほのかの『お知らせ保健』のページに毎月載っていますので、ぜひご覧ください。
　「平成29年度保健センターだより保存版（Ａ3両面刷り）」も4月中旬に全戸に配布予定です。
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《お知らせ》


